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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

本市の児童生徒数は昭和60年の児童生徒数22,290人をピークに、年々、減少しています。令和5年

度の中学校における生徒数は3,942人となり、15年前の平成20年から約500人が減少するなど、今後も

減少が見込まれています。また、生徒数に伴い学校部活動に所属している生徒数の減少も起きている中で、

ここ20年程度は学校部活数に大きな変化がないことから、各校では学校部活動数の顧問数が足りない状

況が起きています。そのため今後、学校部活動を今までと同じように維持していくことは難しいと考えています。

こうした中、本市では令和３年度からの教育基本計画の基本方針として、「全ての子どもたちの可能性を

引き出す新たな学びのスタイルにより、持続可能な社会を作り出す力を育む。」と位置づけ、その中で、中学

校部活動も「新たな学びのスタイル」として捉える方向性を打ち出しました。その実現のためには、まずは休日

の部活動から地域や関係団体、さらには大学等と連携しながら、家庭や地域と一体となることを目指し、今

後も学校部活動が果たしてきた教育的な意義を継承しながら、今後も生徒たちの文化・スポーツ活動を維

持していく体制づくりを目指し、令和7年度末までには、全ての部活動で休日の地域移行実施を進めていき

ます。

令和３年度からは、実証事業に取り組み、秦野市独自のスキームを提示しながら学校と協働して「事例づ

くり」を行ってきており、「地域移行（地域クラブ）」の共通認識と一般的な理解の共有は、生徒及び保護者

さらには教職員に対して浸透してきている一方で、指導者の人材確保の面、費用負担の面には課題がありま

す。今度も現状の学校部活動を持続することは難しいため、子どもたちのスポーツ活動をする機会の確保を

第一に考え、地域の実情に応じて体制整備を整えていくことを目指していきます。

人口 １６１，０５９ 人 部活動数 １０９ 部活

公立中学校数 ９ 校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

設置済

公立中学校生徒数 ３，９４２ 人 市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

策定に向けて準備中
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

 ４月 校長会で説明（モデル校・市中学校体育連盟へ周知） ／ 市ＰＴＡ連絡協議会で説明／拠点校にて実証事業を開始（地域部活動支援協力者へ

研修会 を実施）／市スポーツ協会と協議／市広報紙で周知

 ６月 総合型地域スポーツクラブ（FIKA）と協議／第１回中学校部活動検討会を実施（中体連主催大会について協議）／ 市スポーツ協会総会にて説

 明／地域部活動（地域クラブ活動）についてアンケートを実施

 ７月 地域部活動（地域クラブ）の視察／地域部活動支援協力者への希望制研修会を実施

１０月 関係団体ヒアリング（今年度の課題と来年度への計画）／ 総合型地域スポーツクラブ（FIKA）と協議

１１月 第２回中学校部活動検討会（スポーツ協会との連携について）/ 各校教職員への情報提供（ミニフォーラム）

１２月 市ＰＴＡ連絡協で説明

 １月 総合型地域スポーツクラブ（FIKA）と協議

 ２月 地域部活動（地域クラブ活動）についてアンケートを実施

 ３月 第３回中学校部活動検討会（令和６年度の事業計画について）

▼運営体制図（市区町村における推進体制図） ▼行政組織内での役割分担

⚫ 教育委員会（教育指導課）

○各中学校への学校部活動から段階的な地域クラブ化へのヒアリング

○生徒及び保護者への共通理解を図るための説明会の実施

○活動指導を希望する教職員の人材確保

○市内中学校体育連盟との協議（大会参加）

○指導者バンクの管理・運営、研修会等の実施

⚫ 首長部局（スポーツ推進課・生涯学習課）

○スポーツ協会との連絡・調整

○各種競技団体（連盟等）との連絡・調整

○総合型地域スポーツクラブとの連絡・調整

※イメージ図
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２．実証内容と成果

合同部活動の運営実績

主な取組例

参加校数 ９校 実施した種目 剣道部・陸上競技部・サッカー部

合同部活動に取り組
んだ部活動数

１９部活

参加校名 市内中学校

実施した種目 剣道部・陸上競技部

１か月あたりの平均的な
活動回数

月１回程度（休日１回）

顧問の属性 （剣道）鶴巻中学校・西中学校・本町中学校
（陸上競技部）北中学校・本町中学校・南が丘中学校

指導者の主な属性 顧問）教師
技術指導）剣道連盟や陸上競技協会から指導者を

派遣

活動場所 メタックス体育館はだの（秦野市総合体育館）

秦野市カルチャーパーク陸上競技場

主な移動手段 徒歩、保護者の送迎

１人あたりの参加会費
（年額）

なし

１人あたりの保険料 生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：１,850円/年

▼活動概要 ▼運営体制図（合同部活動を実施する際の運営体制）

▼参加校における役割分担

⚫ 鶴巻中学校【剣道部】

・剣道連盟との連携をはじめ、指導者の調整を図る。

・トラブル発生時の生徒・保護者への各種初期対応を担う。

⚫ 北中学校【陸上競技部】

・参加校の生徒におけるスポーツ安全保険加入の手続きを行う。

・陸上競技連盟との連携をはじめ、指導者の調整を図る。
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２．実証内容と成果

取組内容

・合同部活動（練習会）の枠組みを活用した取組

・指導者の人材の発掘に関する取組

・指導者の質を高める取組

・生徒や保護者への周知や理解の促進に関する取組

取組事項

・６月に実施した生徒及び保護者へのアンケートの結果から、地域クラブの指導者は

専門な知識や技能を有していれば、その職種等は関係ないことがわかった。

・合同部活動の枠組みを活用することで、教職員と各種競技団体との連携が図りやす

いことで、地域ごとの活動よりもスムーズに実施できるとともに、参加人数が多いことから、

活動に活気があり、生徒からは好意見が多かった。（6月と２月を比較）

・各種競技団体には多くの指導者人材がいることから、回数を重ねるごとにボランティア

指導員が増え、生徒のスポーツ活動をより充実させることができた。

取組の
成果

・活動については任意としたことで、意欲的に活動に取り組む生徒が多く、参加者からも

「同じ競技をする仲間から自校だけでは味わえない刺激があった」「身近な選手から多く

のことを学べる機会になった」という好意見があった。

・市教育委員会が指導を希望する教職員の兼職兼務を承認する体制整備を図った。

その結果、指導を希望しない教職員が合同部活動（練習会）に従事しない環境づく

りが図れた。

・小学校教職員の中にも、兼職兼業を行い、休日の活動に携わる一例があった。

特に
工夫した
事項

・戦術や作戦がある種目の合同部活動では、平日の活動との連携が必要になってくる。

・活動を定期的に行うことで、段階的に合同部活動が地域クラブへ移行するよう体制

整備となるよう今後も実証事業を進めていく。

今後の
課題と
対応方針

▼取組項目名：合同部活動から地域クラブへの移行に向けた展望
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

【市内中学校 剣道部】
【市内中学校 陸上競技部】
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２．実証内容と成果

参考資料（協議会等で使用した資料等）
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２．実証内容と成果

参考資料（協議会等で使用した資料・広報物等）
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ
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